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【 Ｐｉｅｃｅｓ - かけらたち - 】 本の中の言葉 

 
「努力してきれいになれるものなの」とコーモリがいった。皮肉では

ないようだった。心の底から不思議におもったのだろう。 
「そうよ。ユウキ。女は努力してきれいになるの。お母さん、すっごく

努力したんだから」 
「男は」とコーモリは二十歳の顔を横目で見つつ、いった。「どうすれ

ばかっこよくなれるの」 
「苦労よ」 

母の答えにコーモリはきょとんとした。 
『幸福ロケット』(山本幸久/著 ポプラ社 2005.11 189 頁より) 913/ﾔﾕ 
 
「でも、セレブってよく言うじゃない。雰囲気よ、セレブっていうイメー

ジ」 
「わたし、そういうムーディーなの嫌い。そういうの言葉の暴力って

言うの」 
「暴力、どうしてよー」 
「ものごとをそう簡単にカテゴライズするのは危険なことなの。思考

停止、没個性、個人無視、つまりファシズムへの暴走」 
『過去からの手紙』(岸田るり子/作 理論社 2008.2 76 頁より) 913/ｷﾙ 
 
「磯山さん……」 

振り返って見た、彼女の表情が、なんか、とても切なく見えて、私

はそれ以上、何も言えなくなった。 
「嫌なんだよ……お前が……あたしが、本気で負けたと思ったお前

が、実は弱かったなんて……あたし、そんなふうには、思いたくない

んだ……」 
『武士道シックスティーン』(誉田哲也/著 文芸春秋 2007.7 139 頁より) 
913/ﾎﾃ 
 
 

 
 

 
 
 
旅【travel】 

思いっきり観光地を巡る旅も良

いですが、自分だけの楽しみがあ

るのも旅の良いところ。 
「富獄百景」(※1) は、作家・

太宰治が富士の麓で富士と向き

合った日々のことを書いた作品。

「なにもそこまで…」と思うほど富

士について真剣に考える太宰が、

おかしくもありうらやましくもありま

す。 
 「川の話」(※2)は題名の通り

川について書かれたもの。1955
年が初出の作品ながら、川の表情

やこだわりについて語るその語り

口は「萌え」を語る現代の「オタク」

に通ずる熱さがある…と言ったら

語弊があるでしょうか。しかし、

今まで川に興味もなかった私が、

読後無性に川に行きたくなった

のは事実です。 
 一方、『川を旅する』(※3)は
「川のソムリエ」といった感じでし

ょうか。川、そして川沿いの町の

風土、人間模様などをさわやか

に届けてくれるエッセイです。 
 以上 3 者の「旅」、こだわりがあ

って面白いです。みなさんも自分

だけの「旅の目的」を持って、旅

に出かけてみませんか？ 
 
(※1) 『走れメロス 富獄百景』(太
宰治/作 岩波書店 2002.3)所収 

(※2)『天平の甍』(井上靖/著 金

の星社 日本の文学 18 1976.3)
所収 
(※3)『川を旅する』(池内紀/著 

筑摩書房 2007.7) 
 
 
 



 
 
 
 

 

「 本 を 読 む と 世 界 中 を 旅 で き る … 」な ど と よ く 言 い ま す 。確 か に 、本 の 舞 台 は 日 本 ・

外 国 ・ は た ま た 想 像 の 世 界 な ど 様 々 。 読 ん で い る だ け で そ こ に 行 っ た 気 分 に も な れ ま

す よ ね 。  

で も 、 そ れ な ら 誰 に だ っ て 出 来 る こ と 。 こ こ で は 、 も う 少 し 視 野 を 広 げ て 本 の 世 界

を 旅 す る 方 法 を ご 紹 介 し ま し ょ う 。  

ま ず 有 効 な の は 地 図 帳 。 本 の 舞 台 と な っ た 土 地 を 地 図 で 探 し て み ま し ょ う 。 地 図 を

見 る と 、 周 囲 の 地 形 や 景 観 ま で 想 像 で き る の で 、 イ メ ー ジ も 膨 ら み ま す 。 特 に 道 路 地

図 は お 店 や バ ス の 経 路 ま で 詳 し く 書 い て あ る の で 、 一 度 手 に と っ て み る と や み つ き に

な る か も ！ ？ 本 の 中 に 具 体 的 な 地 名 等 が 書 い て な い 時 で も 、 作 者 が 自 分 の 出 身 地 を イ

メ ー ジ し て 書 く 場 合 が 多 々 あ る の で 、 著 者 プ ロ フ ィ ー ル に 目 を 通 す と 舞 台 の ヒ ン ト が

得 ら れ る か も 。  

ま た 、 作 者 が 取 材 を も と に 書 い た 場 合 、 最 後 に 「 謝 辞 」 と い う の が 書 か れ て い る 場

合 が あ り ま す 。例 え ば『 武 士 道 シ ッ ク ス テ ィ ー ン 』(誉 田 哲 也 /著  文 芸 春 秋  2007.7)

の 謝 辞 に は 「 桐 蔭 学 園 女 子 剣 道 部 」 の 名 が あ り ま す が 、 つ ま り こ れ は 主 人 公 た ち の 通

う 学 校 を 想 像 す る 時 に 桐 蔭 高 校 を 念 頭 に 置 け ば 作 者 の イ メ ー ジ と 近 く な る (か も し れ な

い )と い う こ と を 示 し て い る わ け で す 。  

 こ の 様 に 、 本 の 中 に は イ メ ー ジ を 膨 ら ま せ る た め の ヒ ン ト が 隠 れ て い ま す 。  

 イ メ ー ジ じ ゃ 足 り な く て 実 際 に 小 説 の 舞 台 を 訪 れ て み る の も 良 い で す が 、 そ の 際 は

く れ ぐ れ も 地 元 の 方 の 迷 惑 に な ら な い よ う に 気 を 付 け て く だ さ い ね 。  

 

例 えば、こんな本 はどうでしょう… 

書 名  著 者 名  出 版 社  場 所  

『ボクシング・デイ』 樫 﨑 茜 /著  講 談 社  長 野 県 下 諏 訪  

『太 平 記  少 年 少 女 古

典 文 学 館 １４』 
平 岩  弓 枝 /著  講 談 社  関 東 ～九 州  

『過 去 からの手 紙 』 岸 田  るり子 /作  理 論 社  京 都  

『幸 福 ロケット』 山 本  幸 久 /著  ポプラ社  東 京 都 葛 飾 区  

『冬 の入 江 』 
マッツ・ヴォール/作  

菱 木  晃 子 /訳  
徳 間 書 店  ストックホルム 

『香 港 の甘 い豆 腐 』 大 島  真 寿 美 /作  理 論 社  香 港  

『風 をつむぐ少 年 』 

ポール・フライシュマン/

著  

片 岡  しのぶ/訳  

あすなろ書 房 アメリカ各 地  

 

 他 に 、外 国 が 舞 台 の 本 な ら『 体 験 取 材 ！ 世 界 の 国 ぐ に 』(ポ プ ラ 社 )の シ リ ー ズ 、時 代

小 説 な ら『 衣 食 住 に み る 日 本 人 の 歴 史 』(あ す な ろ 書 房 )の シ リ ー ズ な ど を 参 照 し て 見 て

み る の も オ ス ス メ で す 。  

 
 

テーマその② 本で旅する 

このコーナーでは、テーマに合わせて本のちょっと

変わった読み方をご紹介します。  


